








C O N T E N T S

皆さんはこれまで自分の「学び方」について考えたことはありますか？大学に入ってからの「学び
方」は高校のときから変わりましたか？自分の「学び方」にはどのような特徴がありますか？
2020年度から順次始まる新学習指導要領では、児童・生徒の主体的で対話的な深い学び（アクティ

ブラーニング）の重要性が指摘されており、今後、児童・生徒の自発的な学習を促す授業がより一層
重視されます。それと同時に自己調整学習も注目を集めるようになってきています。自己調整学習と
は、学習者が自分自身の学習過程に能動的に関与する学習のことであり、学習者自身の主体的で自立
的な取り組みの実態や指導案を明らかにしようとするものです。

このように、人が学ぶとはどういうことなのかについて、多くの研究があり
ますが、本書では、自らの学びを効果的で効率的にデザインし、「学」んで
「問」える「おとな」へと導く様々な「学び方」が分かりやすく紹介されてい
ます。高校まで行っていた入試のための勉強から、おとなの学習者になるため
に役立つ本です。本学ソフトウェア情報学部の市川先生も執筆者の一人として
参加されている本ですので、ぜひ一度読んでみてください。
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